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出入国管理日英、審議に差  
◆英・ブレア政権が進めるテロ対策  
・指紋や陛の虹彩などで本人確認する   
「生体認証」を採り入れた身分証明   
カード（IDカード）を2010年から   
すべての旅券申請者に義務化  
・反テロ法を改正し、テロ容疑者の起   
訴前の拘束期限をそれまでの倍の28   
日間に延長。テロを称賛する言動を   
扇動行為とみなし、テロ訓練の実施   
や参加が処罰の対象に  
・出入国管理法の運用を厳格化し、テ   
ロヘの関与が疑われる外国人の出身   
国への強制送還を積極的に進める方   
針に転換  

ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
ヒ
ー
ス
 
 

ロ
ー
空
港
に
降
り
立
つ
人
は
 
 

今
、
英
国
人
外
国
人
を
問
わ
 
 

ず
、
2
通
り
の
入
国
方
法
を
 
 

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
 
 

通
り
旅
券
審
査
の
通
路
を
通
 
 

る
か
。
虹
彩
審
査
を
通
り
過
 
 

英
 
 
国
 
 

米
国
が
推
進
す
る
「
対
テ
ロ
戦
争
」
に
呼
応
す
る
形
で
、
日
本
や
英
国
で
出
入
国
管
理
を
強
化
す
る
動
き
が
急
 
 

だ
。
日
本
で
唱
入
国
す
る
外
国
人
に
指
紋
や
顔
写
真
の
提
供
を
義
務
づ
け
る
「
改
正
出
入
国
管
理
法
」
が
、
米
国
 
こ
う
さ
い
 
に
続
い
て
世
界
で
2
番
目
の
制
度
と
し
て
成
立
。
英
国
も
、
虹
彩
（
＝
キ
ー
ワ
ー
ド
）
を
使
っ
た
「
入
国
審
査
シ
ス
 
 

テ
ム
」
を
試
験
的
に
導
入
し
た
。
た
だ
、
日
本
で
は
法
案
が
ほ
と
ん
ど
注
目
を
集
め
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
英
国
で
 
 

は
議
会
で
激
し
い
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
英
国
と
日
本
で
は
、
何
が
共
通
し
、
何
が
違
っ
て
い
た
の
か
。
 
 

（
菅
野
準
介
、
佐
々
木
学
、
ロ
ン
ド
ン
＝
稲
田
借
司
）
 
 

法
案
修
正
、
否
決
繰
り
返
す
 
 

◆日本の入管法改正の主な内容  
・入国する外国人からの指紋、顔写真   
採取  
・法相がテロリストと認定した外国人   
の強制退去  
・指紋を登録したカードを希望者に発   
給し、そのカードを使って空港でス   
ムーズに出入国手続きができる「白   
動化ゲート」の導入を可能に  

ぎ
る
か
。
虹
彩
を
使
っ
た
入
 
 

国
審
査
シ
ス
テ
ム
は
今
年
3
 
 

月
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
。
 
 
 

名
目
は
「
迅
速
な
手
続
 
 

き
」
。
確
か
に
、
何
十
分
も
 
 

行
列
を
つ
く
る
旅
券
審
査
に
 
 

比
べ
る
と
、
虹
彩
審
査
に
要
 
 

す
る
時
間
は
ぼ
ん
の
一
瞬
 
 

だ
。
た
だ
、
新
シ
ス
テ
ム
の
 
 

真
の
狙
い
が
、
テ
ロ
容
疑
者
 
 

の
出
入
り
食
い
止
め
に
あ
る
 
 

の
は
、
関
係
者
の
間
で
今
や
 
 

常
識
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

野
党
一
斉
反
対
 
 
 

英
政
府
は
虹
彩
や
指
紋
を
 
 

含
む
生
体
情
報
を
組
み
込
ん
 
 

だ
I
D
カ
ー
ド
（
身
分
証
明
 
 

育
）
の
導
入
も
狙
う
＝
写
 
 

真
、
ロ
イ
タ
ー
。
旅
券
を
申
 
 

帯
す
る
1
6
歳
以
上
が
保
持
を
 
 

義
務
づ
け
ら
れ
る
。
だ
が
0
1
 
 

年
の
9
・
1
1
テ
ロ
後
間
も
な
 
 く

、
当
時
の
内
相
が
カ
ー
ド
 
 

導
入
を
示
唆
し
て
以
降
、
激
 
 

し
い
議
論
が
続
い
て
き
た
。
 
 
 

反
対
し
た
の
は
、
左
派
の
 
 

自
由
民
主
党
と
、
右
派
の
保
 
 

守
党
。
与
党
の
労
働
党
か
ら
 
 

見
る
と
、
左
石
の
反
対
側
に
 
 

い
る
両
野
党
が
「
I
D
カ
ー
 
 

ド
反
対
」
の
一
点
で
共
闘
し
 
 

た
形
だ
。
 
 
 

反
対
す
る
両
野
党
の
理
由
 
 

は
、
正
反
対
だ
。
保
守
党
は
 
 

「
個
人
情
報
が
流
出
す
る
お
 
 

そ
れ
」
を
心
配
す
る
と
と
も
 
 

に
、
巨
額
の
導
入
コ
ス
ト
も
 
 

問
題
と
し
た
。
 
 

一
方
、
以
前
か
ら
人
権
重
 
 

視
の
立
場
を
取
る
自
由
民
主
 
 

党
は
む
し
ろ
「
警
察
が
テ
ロ
 
 

対
策
や
不
法
移
民
の
取
り
締
 
 

ま
り
の
た
め
に
I
D
カ
ー
ド
 
 

を
使
う
よ
う
に
な
り
、
人
種
 
 

差
別
を
助
長
す
る
」
と
主
 
 

張
。
法
案
の
修
正
、
否
決
が
 
 

繰
り
返
さ
れ
て
今
年
3
月
に
 
 

成
立
し
た
。
 
 
 

法
改
正
で
は
、
旅
券
を
申
 
 

請
す
る
際
、
指
紋
や
虹
彩
な
 
 

ど
、
生
体
情
報
の
登
録
が
0
8
 
 

年
か
ら
義
訝
化
さ
れ
、
1
0
年
 
 

に
I
D
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
 
 

る
。
そ
の
前
の
0
9
年
に
予
想
 
 

さ
れ
る
総
選
挙
で
、
野
党
は
 
 

I
D
カ
ー
ド
廃
止
を
掲
げ
て
 
 

臨
む
た
め
、
結
果
次
第
で
は
 
 

制
度
が
廃
止
さ
れ
る
可
能
性
 
 

も
残
っ
て
い
る
。
 
 
 

テ
ロ
法
案
で
も
 
 
 

与
野
党
が
ぶ
つ
か
り
合
う
 
 

構
図
は
、
他
の
テ
ロ
関
連
法
 
 

外
国
人
へ
の
規
制
や
生
体
 
 

認
証
の
活
用
を
盛
り
込
む
点
 
 

で
、
日
本
の
入
管
法
改
正
に
 
 

は
、
英
国
の
制
度
と
共
通
す
 
 

る
面
が
少
な
く
な
い
。
だ
 
 

が
、
英
国
と
違
っ
て
、
法
案
 
 

の
是
非
を
め
ぐ
る
国
会
の
議
 
 

論
は
低
調
で
、
市
民
の
関
心
 
 

も
低
い
ま
ま
だ
っ
た
。
 
 
 

国
会
審
議
で
、
民
主
党
は
 
 

「
指
紋
な
ど
の
個
人
情
報
を
 
 

上
陸
審
査
目
的
以
外
に
使
わ
 
 

な
い
と
明
記
す
る
」
 
「
テ
ロ
 
 

リ
ス
ト
の
罷
定
を
よ
り
厳
格
 
 

◎
成
田
空
港
の
「
自
動
化
ゲ
ー
ト
」
◎
指
紋
を
登
録
し
た
力
－
ド
を
使
い
、
空
港
で
迅
速
に
出
入
国
手
続
き
が
で
き
る
た
め
 
 

の
実
験
が
成
田
空
港
で
進
ん
で
い
る
＝
法
務
省
提
供
 
 

議
論
低
調
、
政
府
案
通
り
 
 

実
に
関
し
て
も
同
じ
だ
。
 
 
 

昨
年
7
月
7
日
の
ロ
ン
ド
 
 

ン
同
時
テ
ロ
の
約
1
カ
月
 
 

後
、
ブ
レ
ア
首
相
は
「
ゲ
ー
 
 

ム
の
ル
ー
ル
は
変
わ
っ
た
」
 
 

と
主
張
。
犯
罪
を
重
ね
る
可
 
 

能
性
が
あ
る
外
国
人
を
積
極
 
 

的
に
強
制
送
還
す
る
方
針
を
 
 

発
表
し
た
。
5
月
に
は
、
強
 
 

制
送
還
に
歯
止
め
を
か
け
て
 
 

虹
彩
眼
球
の
角
膜
と
水
 
 

野
－
べ
′
‥
‥
…
り
．
け
‥
㌣
‥
…
㌦
・
‥
1
．
へ
 
 

織
。
い
わ
ゆ
る
「
黒
目
」
の
 
 

部
分
に
当
た
る
。
模
様
は
2
 
 

に
す
る
」
と
の
修
正
案
を
提
 
 

出
し
、
熟
慮
期
間
を
設
け
る
 
 

よ
う
求
め
た
。
 
 
 

し
か
し
「
バ
リ
島
や
ロ
ン
 
 

ド
ン
で
テ
ロ
が
あ
っ
た
こ
 
 

と
、
ア
ル
カ
イ
ダ
が
日
本
を
 
 

対
象
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
 
 

か
ら
、
悠
長
な
時
間
は
持
て
 
 

な
い
」
 
（
河
野
太
郎
法
務
副
 
 

大
臣
）
と
し
て
、
押
し
切
ら
 
 

れ
て
し
ま
っ
た
。
 
 
 

日
本
の
入
管
シ
ス
テ
ム
を
 
 

帯
け
負
う
会
社
が
、
米
国
の
 
 

指
紋
管
理
シ
ス
テ
ム
を
担
当
 
 

し
た
会
社
「
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
 
 

ア
」
で
あ
る
こ
と
も
問
題
に
 
 

さ
れ
た
。
検
察
庁
や
国
税
庁
 
 

な
ど
の
シ
ス
テ
ム
に
も
関
与
 
 

し
て
い
る
企
業
だ
。
社
民
党
 
 

の
保
坂
展
人
議
員
ら
は
「
情
 
 

報
が
米
国
に
流
れ
る
」
と
追
 
 

及
し
た
。
 
 
 

し
か
し
、
政
府
は
「
法
に
 
 

沿
っ
て
厳
格
に
情
報
管
理
を
 
 

す
る
」
と
反
論
。
改
正
法
実
 
 

は
5
月
1
7
日
、
政
府
案
通
り
 
 

成
立
し
た
。
 
 
 

改
正
法
成
立
で
、
指
紋
を
 
 

事
前
登
録
し
た
I
C
カ
ー
ド
 
 

で
日
本
へ
の
出
入
国
手
続
き
 
 

が
で
き
る
「
自
動
化
ゲ
ー
 
 

ト
」
が
導
入
さ
れ
る
。
ア
ク
 
 

セ
ン
チ
ュ
ア
社
は
昨
秋
、
そ
 
 

の
実
証
実
験
を
1
0
万
円
で
落
 
 

き
た
人
権
保
護
法
を
修
正
す
 
 

る
意
向
を
示
唆
し
た
。
 
 
 

し
か
し
、
自
由
民
主
党
は
 
 

こ
れ
に
も
反
対
。
同
党
の
影
 
 

の
内
相
ク
レ
ッ
グ
氏
は
「
送
 
 

還
さ
れ
た
受
刑
者
が
本
国
で
 
 

迫
害
さ
れ
な
い
、
と
い
う
覚
 
 

書
を
送
還
先
の
国
と
結
ぶ
必
 
 

要
が
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
 
 
 

自
由
民
主
党
が
持
つ
の
は
 
 

歳
ご
ろ
に
安
定
し
、
一
生
を
 
 

通
じ
て
ほ
ぼ
変
化
し
な
い
。
 
 

双
子
の
間
や
同
一
人
物
の
目
 
 

の
左
石
で
も
違
う
た
め
本
人
 
 

認
証
に
使
わ
れ
る
。
 
 

札
し
た
。
 
 
 

「
日
本
に
無
縁
」
 
 
 

論
議
が
乏
し
か
っ
た
の
は
 
 

「
日
本
人
に
は
無
縁
の
問
 
 

題
」
と
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
 
 

と
が
大
き
い
。
改
正
入
管
法
 
 

噂
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
 
 

国
内
に
約
4
7
万
人
い
る
特
別
 
 

永
住
者
も
、
指
紋
採
取
の
タ
 
 

ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
外
さ
れ
た
。
 
 
 

「
政
策
的
な
判
断
だ
」
と
 
 

法
務
省
幹
部
は
語
る
。
特
別
 
 

永
住
者
と
は
、
終
戦
ま
で
日
 
 

本
に
い
た
人
や
そ
の
子
孫
の
 
 

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
ら
を
指
 
 

す
。
そ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
 
 

u
革
葦
の
約
1
割
の
議
席
に
過
 
 

ぎ
な
い
が
、
対
テ
ロ
規
制
の
 
 

旗
を
振
る
ブ
レ
ア
首
相
の
動
 
 

き
に
明
ら
か
に
影
響
を
及
ば
 
 

し
て
い
る
。
イ
ラ
ク
戦
争
反
 
 

対
を
貫
い
た
こ
と
で
も
支
持
 
 

を
伸
ば
し
、
現
在
は
キ
ュ
ー
 
 

バ
・
米
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
基
地
 
 

の
収
容
施
設
の
閉
鎖
や
、
反
 
 

テ
ロ
法
に
基
づ
い
て
英
国
内
 
 

で
予
防
拘
束
さ
れ
た
外
国
人
 
 

の
釈
放
も
求
め
て
い
る
。
 
 

「
反
テ
ロ
」
の
旗
印
に
公
然
 
 

と
異
詩
を
唱
え
る
こ
と
が
党
 
 

の
存
在
意
義
と
な
り
、
存
在
 
 

感
を
際
だ
た
せ
て
い
る
。
 
 

や
、
仮
に
彼
ら
を
対
象
に
含
 
 

め
れ
ば
反
対
運
動
が
盛
り
上
 
 

が
り
か
ね
な
い
こ
と
を
搾
合
 
 

的
に
考
え
た
と
み
ら
れ
る
。
 
 
 

「
外
国
と
の
共
生
を
目
指
 
 

す
べ
き
日
本
に
と
っ
て
、
指
 
 

紋
採
取
は
国
益
に
反
す
る
」
 
 

と
の
思
い
か
ら
、
元
東
京
入
 
 

国
管
理
局
長
の
水
上
洋
一
郎
 
 

さ
ん
（
6
4
）
は
法
案
に
異
を
唱
 
 

え
た
。
可
決
前
、
動
き
の
鈍
 
 

い
在
日
本
大
韓
民
国
民
団
 
 

（
民
団
）
の
幹
部
に
「
あ
な
 
 

た
た
ち
は
名
著
白
人
接
い
で
 
 

い
い
の
か
」
と
尋
ね
て
み
 
 

た
。
返
っ
て
き
た
の
は
困
っ
 
 

た
よ
う
な
表
情
だ
っ
た
。
 
 

等
代
い
軌
国
人
豊
漁
漑
 
 

へ
の
指
紋
押
捺
拒
否
の
牽
引
 
 

役
に
な
っ
た
の
は
在
日
2
 
 

世
、
3
世
だ
っ
た
。
在
日
3
 
 

世
の
金
尚
司
さ
ん
（
3
4
）
は
 
 

「
3
月
に
な
っ
て
法
案
の
中
 
 

身
が
わ
か
っ
て
か
ら
動
き
出
 
 

し
た
が
情
報
不
足
で
時
間
が
 
 

な
か
っ
た
」
と
悔
し
が
る
。
 
 

外
国
人
を
管
理
 
 
 

1
6
歳
で
指
紋
押
捺
を
し
、
 
 

そ
の
後
拒
否
し
た
経
験
が
あ
 
 

る
在
日
2
世
の
妻
尚
中
・
東
 
 

京
大
大
学
院
教
授
は
「
世
界
 
 

的
に
は
9
・
1
1
の
シ
訃
ツ
ク
 
 

か
ら
立
ち
直
り
つ
つ
あ
る
の
 
 

英…橋渡し役の移民、身近  

日…経験浅く共有されず   

欧
州
の
社
会
事
情
に
詳
し
い
宮
島
育
・
法
 
 

政
大
大
学
院
教
授
（
社
会
学
）
の
話
 
英
国
 
 

に
は
移
民
出
身
で
国
籍
を
取
得
し
た
人
が
国
 
 

民
の
約
1
割
を
占
め
、
外
国
が
絡
む
問
題
が
 
 

生
じ
た
際
な
ど
に
、
自
国
民
と
の
橋
渡
し
役
 
 

と
し
て
さ
え
機
能
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
 
 

外
国
人
の
問
題
は
、
国
民
に
と
っ
て
抽
象
的
 
 

で
は
琴
＼
、
身
近
な
問
題
と
映
る
。
逆
に
、
 
 

外
国
人
受
け
入
れ
の
経
験
が
浅
い
日
本
で
 
 

は
、
外
国
人
の
訴
え
が
共
有
さ
れ
ず
、
外
国
 
 

人
を
「
自
分
た
ち
と
直
接
関
係
な
い
存
在
」
 
 

と
と
ら
え
が
ち
だ
。
 
 
 

に
、
日
本
で
は
、
不
安
シ
ン
 
 

ド
ロ
ー
ム
が
国
を
よ
り
強
く
 
 

後
押
し
し
て
い
る
。
治
安
意
 
 

識
が
高
ま
る
中
、
外
国
人
を
 
 

リ
ス
ク
管
理
の
対
象
と
考
え
 
 

て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
 
 
 

「
日
本
と
同
じ
よ
う
な
管
 
 

理
を
進
め
る
動
き
が
あ
っ
て
 
 

も
欧
米
で
は
人
権
の
面
か
ら
 
 

反
発
が
必
ず
あ
る
。
犯
罪
抑
 
 

止
は
大
切
だ
が
人
権
と
秩
序
 
 

の
せ
め
ぎ
合
い
が
必
要
だ
」
 
 
 

外
国
人
を
支
援
し
て
い
る
 
 

市
民
団
体
「
A
P
F
S
」
 
 

（
垂
尻
都
板
橋
区
）
前
代
表
 
 

の
吉
成
勝
男
さ
ん
（
5
5
）
も
 
 

「
結
局
、
日
本
人
に
と
っ
て
 
 

は
ひ
と
ご
と
だ
っ
た
」
と
悔
 
 

や
む
。
在
日
外
国
人
に
も
法
 
 

改
正
の
情
報
が
あ
ま
り
伝
わ
 
 

ら
ず
、
「
新
規
に
来
日
し
た
 
 

者
の
問
題
」
と
い
う
受
け
止
 
 

め
方
を
さ
れ
た
と
感
じ
た
。
 
 
 

新
し
い
入
管
法
は
、
外
国
 
 

人
に
早
く
も
不
安
を
与
え
て
 
 

い
る
。
8
9
年
に
来
日
し
て
定
 
 

住
者
資
格
を
持
つ
パ
キ
ス
タ
 
 

ン
人
の
ア
リ
・
ヌ
ス
ラ
ッ
ト
 
 

さ
ん
（
4
4
）
は
「
こ
れ
ま
で
日
 
 

本
は
外
国
人
に
は
居
心
地
の
 
 

い
い
国
だ
っ
た
け
ど
、
こ
れ
 
 

か
ら
は
外
国
人
と
言
う
だ
け
 
 

で
犯
罪
者
接
い
さ
れ
て
し
ま
 
 

う
」
と
話
し
て
い
る
。
 
 


